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研究成果の概要（和文）：　本研究はインドとブラジルの金型産業の技術形成・発展段階・競争力を、時間（経
営判断とその結果、技術蓄積、学習・人材育成、競争力向上など経緯）および空間（産業集積、グローバル・サ
プライ・バリューチェーン）の２側面に焦点を当てて、解明を目指した。両国でのフィールドサーベイの結果、
インドにおいてもブラジルにおいても、金型産業の創始、発展、技術導入と形成、技術継承と人材教育、経営者
のMOT戦略などについてかなり明らかにすることが出来た。また両国共に、金型産業クラスターの立地、金型サ
プライヤーによる金型調達のサプライチェーンについてもかなり解明することが出来、当初計画した研究課題を
達成することが出来た。

研究成果の概要（英文）：We studied the dies and molds industry in India and Brazil from the 
perspective of management, technology building, human capacity building, international 
competitiveness, industrial cluster, and global value chain. According to field surveys, we unravel 
those research questions in both India and Brazil. In both countries, the start of dies and molds 
industry was clearly related introducing automobile manufacturing. Domestic dies and molds 
production were started from in-house production of final assemble manufactures. Then they spin out 
to outside and gradually dies and molds industrial clusters were developed in both country. Until 
end of 2000s, international trade balance of dies and molds were deficit in both countries. The main
 factor of this deficit was capacity shortage in quality, quantity, price and delivery. In 2010s, 
situations of both country were improved especially in India. More improve, governmental policy 
desired to be introduced in Brazil as likely in India.

研究分野：地域経済　国際ビジネス　MOT

キーワード： インド　ブラジル　金型産業　サポーティング産業・裾野産業　自動車産業　グローバルサプライチェ
ーン　産業集積　経済地理

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
インドとブラジルの金型産業について、金型産業の創始、発展、技術の導入と形成、技術継承などについてかな
り解明することが出来た。また金型産業の発展モデルを提唱し、インド、ブラジルについて実証分析を行った。
インド、ブラジルの金型産業については、こうした実態解明は研究開始前にはほぼ行われておらず、本研究によ
る社会的・学術的意義は高いと考えられる。さらにデマンドサイド拡大条件の中で、政策による産業育成の効果
について分析ができたことも意義があったと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
インドとブラジルは世界有数の自動車産業大国に成長した。国際自動車工業連合データによ
ると 2012年のインドの自動車生産台数は 415万台で世界 6位、ブラジルは 334万台で世界 7
位であった。上位国は中国、米国、日本、ドイツ、韓国のみとなっている。こうした中、イン
ドやブラジルの自動車産業研究は幅広く行われているが、開発の重要な根幹の一つである金型
研究はほとんど行われていなかった。そこで本研究により、両国の金型産業の解明を志した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、インドとブラジルの工業発展と産業競争力、ナショナルイノベーションシ
ステムを背景とし、特に自動車産業を軸とした GVC（グローバルバリューチェーン）とイノベ
ーション体制の構築状況、主要自動車各社の調達と R&D にかかわる重要なツールである金型
産業の発展状況を研究することである。本研究で、それまで研究が進んでいなかったインドと
ブラジルの金型産業（サプライヤー、ユーザー、支援産業）の技術形成・発展段階・競争力を、
日本、欧米、アジアの金型産業と比較検討により解明することを目指した。 

 
３．研究の方法 
フィールドサーベイによる質的調査と統計資料による量的調査を用いた。フィールドサーベ
イでは、「時間」（経営判断とその結果、技術蓄積、学習・人材育成、競争力向上などの歴史的
経緯）および「空間」（産業集積、グローバル・サプライ・バリューチェーン）の２側面に焦点
を当てた解明を目的とした。定量分析では、各種統計資料を用いて、金型産業の発展モデルの
解明、自動車産業発展との因果関係の分析、各国の金型産業の国際競争力の分析、金型産業調
達におけるグローバルサプライチェーンについての分析などを行った。 
 
４．研究成果 
(1)インドの金型産業の形成と発展 
 インドの金型産業の本格的な成立は第二次世界大戦後のことである。インドでは自動車産業
の創始のため、イギリスなど諸外国から生産ラインごと生産技術を導入した。金型は当初、生
産機械に付随するツールとして設置されて導入された。そうした金型をメンテナンスすること
により金型技術が徐々に浸透していき、自ら金型を生産するようになった。こうした経緯から
インドでは金型産業は Tool Room Industryと呼ばれている。また 1980年代前に日用品用の金
型を製作する企業も現れた。やがて 1990 年代以降、インドの経済発展とともに、金型産業ク
ラスターも出現するようになった。インドの金型産業クラスターは、ムンバイ、プナ、デーリ
ー周辺、バンガロール、チェンナイなどで、おもに自動車産業の生産地と重なっている。 
 インドの各金型集積地の金型サプライヤー・ユーザーへの訪問調査に基づくと、2000年代ま
ではインドで生産される金型の品質はそれほど高く評価されていなかった。プラスチック金型
では形状はある程度シンプルで精度も十分ではなかった。このため、日用品やあまり厳密な寸
法精度・品質を必要としない金型ユーザーへの供給は十分可能であった。自動車部品などのう
ち、厳密な寸法精度・品質を必要とする金型ユーザーは海外から輸入調達せざるを得ない状況
であった。金属プレス金型についてはさらにプラスチック成形金型よりも劣る状況であった。
一方で、現地の金型サプライヤーは、技術導入に旺盛で、金型生産管理についても日本の平均
以上に綿密に管理する企業も散見され、今後の発展の可能性が十分感じられた。金型人材教育
については、全国各地の工業技術教育機関で金型コースが設けられ、育成の体制が整っている
と感じられた。産業振興政策については、明確に金型産業を振興する政策は実施されていなか
ったが、自動車産業振興政策や中小企業振興政策が実施されており、金型企業もその恩恵をう
けていた。デマンドサイドである金型ユーザー産業の成長と、サプライサイドの金型企業の向
上努力に加え、政府サポートもあり、インドの金型産業の今後の成長に大いに期待が持てる状
況が感じられた。 
 
(2)インドとブラジルの金型産業の形成と発展 
 ブラジルの金型産業の本格的な成立はインドと同様、第二次世界大戦後のことである。ブラ
ジルでは外国企業の投資により自動車産業や家電産業など金型のユーザー産業が成立した。当
初、それらの企業は金型を本国から輸入調達していたが、やがてブラジル工場内で内製するよ
うになり、やがて周囲にスピンアウトして金型メーカーを設立していった。ブラジルの金型産
業の成立で特徴的なこととしては、19世紀以降のブラジルの移民の流れとともに技術導入が付
随していったことである。今日の主要な金型産業の集積地としては、サンパウロ周辺、ジョイ
ンビレ、カシアス・ド・スルなどがある。サンパウロ周辺は自動車産業などが中核となって集
積が形成された。ジョインビレはドイツ系移民都市である。ジョインビレの中核企業を中心と
し、ドイツからの技術導入に努め、金型集積が形成されていった。カシアス・ド・スルはイタ



リア系移民都市である。今回の研究では詳細は明確に出来なかったが、工場訪問によると、ジ
ョインビレとは全く異なるタイプのイタリア系のものづくりの様子が見られた。イタリアから
の技術導入が金型集積発展の重要な要因であったのではないかと推察された。ブラジルの自動
車・部品メーカーの現地調査に基づくと、一部の金型は内製や現地調達しているものの、多く
の金型を距離の遠い欧米やアジアなどから輸入調達している状況であった。特に金属プレス金
型についてこの傾向が顕著だった。デマンドサイドの金型ユーザーは、ブラジルの金型は価格
が高く、納期も長いため、品質が需要レベルでもなかなか調達決定に至らないとの意見が多か
った。金型メーカーへの現地調査に基づくと、現状のブラジルの金型メーカーは 2極化してい
る様子が明らかとなった。一つが老朽化した設備で古い技術を用いて生産しているタイプであ
る。このタイプのメーカーは、人件費が高いため金型価格が高くなる一方で、品質や納期は世
界的に見て競争力がドンドン低下するというじり貧状況に陥っていた。ブラジルでは金型産業
振興政策が存在せず、自動車振興政策も金型産業に恩恵をもたらすものではなかった。このた
め、なかなか経営革新が行えず、優遇政策のなさに嘆く様子がみられた。他方、ジョインビレ
などの金型集積地ではこうした状況を打破しようと、新規設備投資を行い、生産技術と生産プ
ロセスの改善により、品質の向上、価格の低減、納期の短縮に努める企業も多く見られた。金
型人材教育については、全国的な工業訓練所のうち、金型集積所在地には金型コースが見られ
た。また移民ネットワークを通じた移民元の国への留学、視察、技術導入なども見られ、ブラ
ジル独特の金型技術導入スタイルが観察された。政策サポートのない中、金型デマンドの増大
に対し、ブラジル金型メーカーの奮闘が見られた。 
 
(3)金型・自動車部品の発展モデル 
 世界の金型生産国および重要な金型デマンド
サイド産業である自動車・部品生産国の国際競
争力の推移とパターンを分析し、金型産業およ
び自動車部品産業の成長発展モデルを提唱した
（図 1）。図の左が新興国・キャッチアップ型モ
デルで右が先進国モデルである。ブラジル、イ
ンド、メキシコ、韓国の自動車部品について、
このモデルにもとづき定量分析を行った結果、
韓国は典型的な飛躍発展パターン、メキシコで
は近年は飛躍発展パターンが見られた。インド
は 2010年前後の競争力低下はあるが、全体と
してみると飛躍発展パターンであった。一方、
ブラジルについては、明確なジレンマパターン
に陥っていた。 
 
(4)インド金型の国際競争力とグローバルサプライチェーンの推移 
 インド金型の国際競争力を観察すると、プラスチック成形用金型を代表とするモールドタイ
プで 2010年代に明確な飛躍発展パターンが観察された。インドの金型貿易損益を 1988年以降
観察すると、恒常的に貿易赤字構造であった（図 2）。2000年代以降の自動車産業の発展に伴
い、多くの金型が輸入調達され、インドの金型貿易損益は 2000年代中葉以降、赤字が拡大し
てきた。ところが、2014年を変曲点として金型貿易損益の時系列動向の傾きが 2014年を境に、
符号が明らかにマイナスからプラスに転じた。金
型貿易損益を大きく牽引しているのがモールドタ
イプ金型である。2016年に金型貿易収支がほぼ釣
り合う状態となり、2017年に金型貿易黒字、2018
年にはさらに黒字幅が拡大した。現地調査により
インド金型企業の質的向上が見られたが、統計的
にもその質的向上の結果が観察された。グローバ
ルサプライチェーン分析により、貿易黒字を牽引
するモールドタイプ金型の 2018年の主要輸出先
国を観察すると、米国、ドイツ、メキシコ、日本、
中国の順であった。金型先進国でのインド金型の
受け入れ拡大状況から見ても、インド金型の QCD
向上が伺える結果となった。モールドタイプ金型
が先行して金型競争力が向上し、やがてダイタイプ金型が追随するという発展パターンは、韓
国や中国など、金型キャッチアップ先行国で観察された。インドはモールドタイプ金型で国際
競争力向上が明確に確認された。ダイタイプについてはモールドタイプほど顕著ではないもの

図 1 産業の国際競争力成長モデル：新興国・キャッチアップ
国モデルと先行国モデル  

  
出所：馬場編（2016）『金型産業の技術形成と発展の諸様相：グローバ
ル化と競争の中で』 

図 2 インドの金型貿易損益の推移(1988-2018) 

 
 出所：貿易統計により馬場作成  



の、2014年以降貿易赤字幅が継続して縮小傾向にある。今後、ダイタイプ金型でも同様に国際
競争力向上が見られる可能性は十分あると考えられる。 
 
(5)ブラジル金型の国際競争力とグローバルサプライチェーンの推移 
 ブラジル金型の国際競争力を観察すると
2000年代中葉以降に連続して低下するジレ
ンマパターンが観察された。金型損益の推移
を見ると 2010年前後以降からの金型貿易赤
字の拡大がモールドタイプ、ダイタイプとも
見られる（図 3）。これは拡大するブラジルの
金型需要に対して、サプライサイドの金型メ
ーカーが質・量ともに対応出来なかったとい
う現地調査の結果を如実に表している。一方、
2012年以降は貿易損益の赤字幅がおおむね
減少する傾向に転じている。2017年時点で
はモールドタイプ、ダイタイプともに金型貿
易赤字の状況である。しかし現地調査で観察
されたブラジル金型メーカーの努力がデマ
ンドサイドの要望に対する質・量の供給不足を改善させている様子がうかがえる。インドでは、
デマンドサイドの需要拡大と共に、政府の振興策が金型産業成長に良い影響を与えていた。ブ
ラジルの金型メーカーは、高関税による最新工作機械の調達コスト高に加え、金利高による資
金調達難により、技術革新推進にあたり困難な曲面に直面している状況が現地調査からも多く
聞かれた。この点に対して、ブラジルにおいても政策サポートが望まれる。 
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